
ほぼ同様の状況であった。

２ 高濃度オキシダントと天候の関係

平成１９年度の高濃度発生日の天候は，表－７に示すとおり

で，当日「晴」は６０％以上，「曇」が約４０％であった。なお，

当日（６時～１８時）が雨であったのは前日の高濃度が深夜ま

で継続し深夜１時に２測定局において０．０８０ppmと０．０８１

ppmを観測した５月１日の事例であった。この日高濃度と

なったのはこの２例のみであり，日中は降雨により，それま

で数日にわたり継続していた高濃度は全局において観測され

なかった。

表－６ 高濃度オキシダント発生時刻と時間数（平成１９年度）

時刻（時） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 計

発生時刻延回数 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ２４ ６７ １０６１０６ ８７ ６５ ３９ １４ ３ ３ ５ １ １ ０ ５３３

（%） ０．９０．００．００．００．００．００．００．００．０１．３４．５１２．６１９．９１９．９１６．３１２．２７．３２．６０．６０．６０．９０．２０．２０．０１００．０

発生中延時間数 ５ ４ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ３１ ９７ １９２２８２３５１３６５３４２２７０１３４ ４５ ３１ １８ １８ ９ ２２０５

（%） ０．２０．２０．２０．００．００．００．００．００．００．３１．４４．４８．７１２．８１５．９１６．６１５．５１２．２６．１２．０１．４０．８０．８０．４１００．０

（注）１ 表中「発生時刻延回数」とは，当該時刻において初めて高濃度（０．０８ppm以上）となった局数の年間合計を示す。
２ 表中「発生中延時間数」とは，当該時刻において高濃度である局数の年間合計を示す。
３ 深夜１時の各数及び割合については参考値（隔日で校正時刻にあたり欠測となるため）

図－５ 全国大阪湾地域注意報等発令状況と徳島県の状況

表－５ 全国と大阪湾地域の注意報等の発令日数及び徳島県
の高濃度発生日数の推移（延日数）

濃度
レベル

年度

全国
（０．１２ppm以上）
（注意報発令日数）

大阪湾地域
（０．１２ppm以上）
（注意報発令日数）

徳島県
（０．０８ppm以上）

平成９年度 ９５ ６ ８８

１０年度 １３５ ３３ ７９

１１年度 １００ １９ ８２

１２年度 ２５９ ５１ ７８

１３年度 １９３ ２８ ８１

１４年度 １８４ ２９ ８０

１５年度 １０８ ２３ ５８

１６年度 １８９ ２４ ８０

１７年度 １８５ ３３ ８３

１８年度 １７７ ３５ ６７

１０年間の平均 １６３ ２８ ７８

１９年度 ２２０ ２５ ６５

注）大阪湾地域：大阪府，京都府，兵庫県，奈良県

表－４ 月別高濃度オキシダント発生日の経年変化

区 分 ０．０８ppm以上の日数 ０．１０ppm以上の日数 ０．１２ppm以上の日数

年度 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計

平成９年度 ２０１３１３ ７ １０ ８ ８ ９ ８８ ４ ２ ３ ２ ７ １ ２ ２１ １ ２ ３

１０年度 １４１５１３１０１５ ９ ３ ７９ ３ ８ ３ ４ ７ ６ ３１ ２ ６ ３ １１

１１年度 １２２２ ６ ９ ３ ９ ５ １２ ４ ８２ １１ １ ４ ３ ２ ２１ １ ３ ４

１２年度 １６１３１２１６ ９ ９ １ ２ ７８ ３ ４ ２ ７ ２ ４ ２２ ３ ２ ５

１３年度 １０１５１０１２１０１０ ９ ４ ８１ ３ ５ ３ ３ ４ ３ ２１ ２ ２ １ ５

１４年度 １３１１１９ ８ １０１０ ８ １ ８０ ２ ３ ８ ５ １ １ １ ２１ １ １ ２

１５年度 ７ １３１１ ４ ９ ９ １ ３ １ ５８ ２ ２ ３ ３ ２ １２ １ １

１６年度 １７１６１２１７１０ ５ ３ ８０ ４ ６ ４ ６ ３ ２ ２５ ３ １ １ ５

１７年度 １６２０２１１４ ８ ３ １ ８３ ３ ８ ７ ２ ２０ ２ ２

１８年度 ３ １３１７ ３ １７ ７ ４ ３ ６７ ３ ８ ６ １ １８ ３ ３

１０年間の平均 １２．８１５．１１３．４１０．０１０．１７．９３．９３．７０．６７７．６２．１４．７４．３３．７３．４２．５０．３０．２０．０２１．２０．００．３０．９０．８１．３０．８０．００．００．０４．１

平成１９年度 １０１８１０１２ ７ ７ １ ６５ １ ３ １ ２ １ ２ １０ ２ ２
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日照時間については表－８，図－８に示すように，高濃度

発生日は日照時間が１０時間以上が約４０％で最も多く，高濃度

オキシダントが発生した日は日照時間が長い傾向がみられ

た。一方，２時間未満でも高濃度オキシダントが発生した日

が５日あり，このうち３日は日没以降に複数局で高濃度と

なったいずれも５月の事例である。全体としては７時間以上

が７６％を占めた。

また，平成１９年度の月別の気温・降水量・日照時間を表－

９に示す。気温は平年並み，降水量は７月，１２月，１月及び

３月を除き平年に比べて少なく，日照時間は，８月と３月に

やや高い傾向であった。

３ 高濃度オキシダント発生事例

注意報発令日を中心に県内でオキシダント濃度が０．１０ppm

以上となった事例について報告する。

� ５月６日～５月１４日（図－９）

７日深夜１時～明け方に夜間上昇あり。８日，西部は

日中０．０９ppmを超える高濃度となった後深夜再上昇あ

り。９日は日中１０局で０．１２ppmを超えたため注意報を

発令した。北部，南部，西部の広域に及ぶ高濃度発生事

例であった。１０日（曇一時雨後晴）は全局的に明け方の

数時間を除き終日０．０６ppm以上が１１日夕方まで継続し

た。夜間から朝に一旦降下したが，１２日の昼の上昇後，

深夜に再度０．０８ppm以上の高濃度となった南部の局が

認められた。「徳島県の気象」によると徳島は６日の低

気圧通過後，高気圧に覆われ８日は快晴，その後移動性

高気圧と前線が交互に通過し天気が変動（１０日と１３日は

曇，９，１１，１２，１４日は晴）した。

全国的には８日の午前中の北九州市及び五島市（長崎

県）での注意報発令にはじまり午後には九州（長崎，福

岡，熊本県），山口及び広島県へと発令が広がった。９

日には引続き九州，中四国のほか，関西，中部及び関東

地方の２１都府県でオキシダント注意報が発令された。両

日とも全国的に高気圧による晴天で気温も高かった。ま

た９日の高層天気図では，九州や日本海側の上空では西

寄りの風が吹いていた。関東などの都市部は局地的汚

染，九州や日本海側の地域は汚染物質の長距離輸送がオ

キシダント濃度上昇の原因との環境省の報告がある。

� ５月２３日～６月１日（図－１０）

２１日以降移動性高気圧に覆われた晴天となり，朝の濃

度が低下し昼間のみ高濃度となる状況が継続したが，２４

日に前線が接近し２５日の日中は降雨によって濃度は下降

表－８ 高濃度オキシダント発生と日照時間（平成１９年度）

日照時間
０
～
０．９

１
～
１．９

２
～
２．９

３
～
３．９

４
～
４．９

５
～
５．９

６
～
６．９

７
～
７．９

８
～
８．９

９
～
９．９

１０

以上
計

日数 ３ ２ ０ ０ ３ ５ ２ １２ ５ ６ ２５ ６３

（％） ４．８ ３．２ ０．０ ０．０ ４．８ ７．９ ３．２ １９．０ ７．９ ９．５ ３９．７ １００．０

（注）徳島地方気象台の観測データに基づき作成したものである。（２日欠測）

図－６ 発生時刻延回数 図－７ 発生中延時間数

（注）過去５年間平均は深夜１時のデータ無し。（毎日校正時刻であったため全日欠測）

表－７ 高濃度オキシダント発生前３日間及び当日の天候（平成１９年度）

天 候 晴（日数／％）曇（日数／％）雨（日数／％）計

３日前（６時～１８時） ３１ ４８ ３１ ４８ ３ ５ ６５

（１８時～２日前６時） ３１ ４８ ３０ ４６ ４ ６ ６５

２日前（６時～１８時） ３５ ５４ ２５ ３８ ５ ８ ６５

（１８時～１日前６時） ３２ ４９ ２４ ３７ ９ １４ ６５

１日前（６時～１８時） ３７ ５７ ２４ ３７ ４ ６ ６５

（１８時～当日６時） ３５ ５４ ２６ ４０ ４ ６ ６５

当日（６時～１８時） ４０ ６２ ２４ ３７ １ ２ ６５

（注）徳島地方気象台の観測データに基づき作成したものである。
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表－９ 平成１９年度 月別気象状況

項目

月

気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr）

１９年度 平年値 平年との差 平年比（％）１９年度 平年値 平年との差 平年比（％）１９年度 平年値 平年との差 平年比（％）

１９年４月 １４．６ １４．６ ０．０ １００．０ ３８．０ １１５．１ －７７．１ ３３．０ １９２．５ １８５．９ ６．６ １０３．６

５月 １９．４ １８．８ ０．６ １０３．２ ７８．０ １３８．７ －６０．７ ５６．２ ２２２．７ １９７．４ ２５．３ １１２．８

６月 ２３．０ ２２．４ ０．６ １０２．７ ９０．５ ２０５．７ －１１５．２ ４４．０ １７４．２ １５１．６ ２２．６ １１４．９

７月 ２５．７ ２６．３ －０．６ ９７．７ ２９６．５ １６１．４ １３５．１ １８３．７ １６１．８ １９６．６ －３４．８ ８２．３

８月 ２８．６ ２７．４ １．２ １０４．４ ４４．５ １７２．１ －１２７．６ ２５．９ ２６４．０ ２１９．７ ４４．３ １２０．２

９月 ２６．８ ２３．９ ２．９ １１２．１ ７６．０ ２８４．２ －２０８．２ ２６．７ １７９．５ １５０．４ ２９．１ １１９．３

１０月 ２０．１ １８．５ １．６ １０８．６ ８９．５ １３７．１ －４７．６ ６５．３ １５５．４ １６３．７ －８．３ ９４．９

１１月 １３．８ １３．２ ０．６ １０４．５ １６．５ １０２．２ －８５．７ １６．１ １５４．６ １４７．５ ７．１ １０４．８

１２月 ９．６ ８．３ １．３ １１５．７ ６１．５ ３９．３ ２２．２ １５６．５ １４２．１ １６１．３ －１９．２ ８８．１

２０年１月 ６．０ ６．０ ０．０ １００．０ ５９．５ ４２．６ １６．９ １３９．７ １２７．１ １５５．３ －２８．２ ８１．８

２月 ５．５ ６．１ －０．６ ９０．２ ２８．０ ５７．１ －２９．１ ４９．０ １７５．１ １４７．４ ２７．７ １１８．８

３月 １０．６ ９．２ １．４ １１５．２ １８７．０ ８５．４ １０１．６ ２１９．０ ２１４．０ １６７．６ ４６．４ １２７．７

図－９ ５月６日～５月１４日

図－８ 高濃度オキシダント発生と日照時間の経年変化
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した。深夜に北部と南部のみ夜間上昇があった。２６日昼

には西部で約０．１０ppmの高濃度となり，夜間降下後２７

日１０～１２時の間に西部と北部で急上昇した。数時間遅れ

て南部でも高濃度となり，２７日は南部１局を除く１６局で

０．１０ppm以上となり，夕方に鳴門区域のみ注意報を発

令した。高濃度現象の西から東への移動が認められた事

例である。２８～２９日は降雨のため高濃度には至らなかっ

た。西部のみ明瞭な夜間降下が認められた。

全国的には，２７日は北九州市，山口県と長崎県の一部

地域で午前中に注意報の発令があり，午後には九州（熊

本，長崎県）及び中四国の西部地域（広島，愛媛及び山

口県）に発令区域が広がった。５月８日に似た上昇パター

ン（清浄地域（五島市）での上昇，西から東への移動）

を示した。

� ７月２５日～８月１日（図－１１）

西部は２５日のみ，北部及び南部は２５～２９日の５日間に

わたり高濃度となった。２３日に梅雨明けの発表があり，２５

日～２９日は高気圧に覆われ，平年に比して平均気温は高

くなかったが，日照時間が長く，日射が強かった。徳島

局は２７と２８の２日間連続して０．１０ppmを超えた。ま

た，２８日は鷲敷局と西部２局を除く１４局で０．０９ppmを

超える高濃度となり，このうち南部地域の４局で０．１０

ppmを超え，この期間中で最もオキシダント濃度が高

い日となった。高濃度は日没後にはほぼ収束し，光化学

反応が主な原因の高濃度事例と考えられる。その後３０日

に一時降雨があり，オキシダント濃度は低下した。なお，

北部及び南部で７月３１日～８月１日にかけて夜間上昇が

認められた。

同期間は，主に関東，近畿の都市部を中心に多都府県

で注意報の発令があり，２７日夕方には和歌山県において

図－１０ ５月２２日～５月３０日

図－１１ ７月２５日～８月１日
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も注意報が発令されている。

� 上記以外に県内では４月２６日，６月２７日，８月２７日，９

月１２～１３日に１００ppb以上の高濃度オキシダントが観測

されたが，その全ての日において同日に他県で注意報が

発令されており，県内は光化学反応等地域汚染以外の広

域汚染の影響を受けることも考えられる。

� まとめ
１ 平成１９年度の光化学オキシダントの環境基準達成状況に

ついては，県内全局で未達成であり，環境基準を超えた日

数が大部分の測定局で１００日を超えていた。環境基準を超

えた日数は，月別では５月が最も多く，続いて４月から７

月の間と３月に多かった。昼間の日最高値の月平均値も同

様の推移を示したが，これはこの期間の日最低値が高いた

めと考えられる。

２ 高濃度オキシダント発生日数は６５日であり，過去１０年間

と比較すると少ない年であった。

３ 本県における平成１９年度の注意報発令日数は，５月の２

日間であり、平成７年度以降１３年連続の発令となった。一

方，全国の注意報発令日数（０．１２ppm以上）は過去の日

数と比較すると，多い年であった。なお本県で注意報を発

令した５月９日には，全国的にも広範囲でオキシダント濃

度が高くなり，新潟及び大分県で初の発令があったと報告

されている。

４ オキシダントが初めて高濃度となった時刻は１２～１６時

で，高濃度であった延局数は１４～１８時に多かった。また，

日中の高濃度が深夜まで継続する事例や，日没後の夜間に

初めて高濃度となる事例も観測された。

５ 高濃度日は天候が晴で日照時間が長い日の割合が多かっ

た。

６ 日照時間が少ない日や夜間にも高濃度となる日があり，

光化学反応以外にも高濃度となる原因があると考えられ

る。

７ 県内において高濃度となった日には他県でも高濃度が観

測されていることから，オキシダント濃度監視時には県内

以外の広域データの推移にも注目する必要がある。
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